
【学校教育目標：たくましく生きる児童の育成】
・やさしい子 ・考える子 ・元気な子 ・やりぬく子

～ えがお かがやき がんばる 学校 おうえんだん「チーム北川」～

～ 新体力テストでもかかわり合いを大切に ～
本校では，異年齢集団「なかよし班」を基本として，いろいろな活動に取り組んでいます。

それは，異年齢集団を含めて，子ども同士のかかわり合う場をいろいろと設けることで，子ど

もたちに人とかかわる力を育てていきたいからです。

２５日（月）には，なかよし班で新体力テストに取り組みました。６年生が中心となって，班

の友だちを上手にリードしてスムーズに進めていました。低学年の子どもたちに，テストのやり方をて

いねいに教えて，きちんと測定できるようにがんばっていました。

本年度は，場を設けるだけでなく，新たに「友だちとの関わり方」について学ぶ時間を設け

ていく予定です。具体的には，「先生や友だちの話を最後まできちんと聴く」（＝話に耳を傾け，

注意して内容を聞き取る），「友だちの中に上手く入る」，「先生や友だちに自分の気持ちや思い

を上手に伝える」，「友だちと仲よくする（上手にかかわる）」などといった，『人とかかわる力』

（＝対人関係を営む知識と技術）を育てていくことがねらいです。この力を「ソーシャルスキ

ル」と言い，そのための学習を「ソーシャルスキル・トレーニング」（ＳＳＴ）と言います。

近年，子どもたちの人とかかわる力が弱くなってきていることから，教育現場でも有効だとい

うことで，注目されている方法です。

【地域とともにある学校】

～ ５年生・社会科見学 「籾まき」について学んだよ！ ～

５年生の子どもたちは，社会科で農業や工業，水産業などを学

習しています。そこで，社会科学習の一環として，２２日（金）

に公民館，地域の三宅さんのお世話になり，籾まきを見学しまし

た。

籾まきの様子を実際に見学したことで，子どもたちは五感を活

用して教室では学び得られないことを得ることができたと思いま

す。公民館や地域の方々のおかげで，５年生の子どもたちの学習

がいっそう豊かになりました。


